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はじめに 
光集積回路の実現に向けて反射戻り光を

除去する導波路型光アイソレータが必要で

ある。これまで、SOI 基板上のマッハツェン

ダ干渉計を用いた導波路型光アイソレータ

では 30 dB 以上の高いアイソレーションや、

20～60℃の範囲で 20 dB 以上のアイソレー

ションで温度無依存動作を実現している

[1,2]。これらのデバイスは TM モードに対し

てのみ動作するが、多くの光能動素子は TE
モードで動作する。今回、TE モード入力で

動作可能な光アイソレータとして、TM モー

ドに発現する磁気光学効果に基づく非相反

な TE-TM モード変換器を用いた光アイソレ

ータの提案と初期的な実験を行ったので報

告する。 

提案構造 
提案する光アイソレータを Fig. 1 に示す。こ

の構造は 2 つの 45°偏波回転器と非相反移相

器で構成されている。導波路断面の構造や屈折

率に非対称性があると光学軸が傾くことが知

られている。偏波回転器では、通常の導波路か

ら光学軸が 45°傾いた構造に徐々に近づける

ことによって TE モードを 45°回転させ、等振

幅の TE モードと TM モードに変換する。非相

反移相器はシリコン導波路上に磁気光学材料

が集積されている。TE モードと TM モードは

独立に伝搬し TM モードのみが磁気光学効果

による位相変化を受ける。順方向伝搬では、非

相反移相器で TE モードと TM モードを同位相

にし、再び-45°の偏波回転器に入射すること

で TE モードとして出力される。逆方向伝搬で

は、非相反移相器で TE モードと TM モードが

逆位相になり、-45°偏波回転器により TM モ

ードとして出力される。 

 
Fig. 1. Structure of proposed optical isolator 

測定結果 
この構造に TM モードを入射し TM モード

出力光のみを測定した場合、磁気光学移相シフ

トが観測され、波長 1545 nm において 31 dB の

アイソレーションが確認できた(Fig. 2)。同様に

TE モード光を入射した場合、TE 高次モードへ

の変換が起こりTEモード出力光では磁気光学

移相シフトは見られなかった。詳細については

当日報告する。 

 

Fig. 2. Measured transmittance for TM mode input. 
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